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「
基
本
法
制
定
10
周
年
」 

 　

今
年
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会

基
本
法
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
ち
ょ

う
ど
10
年
の
節
目
に
あ
た
り
ま

す
。
こ
の
「
基
本
法
制
定
10
周

年
」
と
い
う
大
き
な
節
目
を
、
今

後
の
施
策
・
活
動
の
一
層
の
発
展

に
つ
な
が
る
も
の
と
す
る
た
め
に

は
、
男
女
共
同
参
画
の
取
組
み
に

も
、
今
ま
で
に
な
い
ア
プ
ロ
ー
チ

が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

　

浦
添
市
で
は
平
成
3
年
に
「
て

だ
こ
女
性
プ
ラ
ン
」
が
、
平
成
18

年
に
は
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、

第
2
次
浦
添
市
男
女
共
同
参
画
行

動
計
画
「
て
だ
こ
女
男
プ
ラ
ン
」

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　

そ
し
て
、
平
成
20
年
4
月
1
日

に
は
「
男
女
共
同
参
画
推
進
条

例
」
が
施
行
さ
れ
、
ハ
ー
モ
ニ
ー

セ
ン
タ
ー
を
男
女
共
同
参
画
推
進

施
設
と
し
て
位
置
付
け
、
女
性
の

参
画
推
進
の
た
め
の
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

男
女
共
同
参
画
週
間 

 
「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」

の
目
的
と
基
本
理
念
に
関
す
る
理

解
を
深
め
る
た
め
に
、
男
女
共
同

参
画
週
間
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
市
で
は
次
の
よ
う
な
関
連
事

業
を
実
施
し
ま
す
。 

①
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー 

　

ウ
ク
レ
レ
ク
ラ
ブ
＆
メ
レ
ア
ロ

　

ハ
に
よ
る
演
奏 

　

呈
茶
「
新
の
会
」
に
よ
る
立
礼

　

席 
日
時　

６
月
22
日
（
月
） 

　
　
　

正
午
〜
午
後
1
時 

場
所　

市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー 

②
男
女
共
同
参
画
週
間
パ
ネ
ル
展

示
及
び
啓
発
ビ
デ
オ
放
映 

場
所　

市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー 

③
行
政
相
談
会
・
人
権
相
談
会 

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
厳
守
で
す
。 

日
時　

６
月
25
日
（
木
） 

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時 

場
所　

市
役
所
1
階　

相
談
室 

 

④
講
演
会 

演
題　

女
性
の
不
思
議
と
ス
テ
キ 

講
師　

久
高　

学
氏　

（
那
覇
市

　
　
　

立
病
院
外
科
部
長
） 

日
時　

６
月
27
日
（
土
） 

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

場
所　

ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ン
タ
ー　

　
　

 

（
1
階
ホ
ー
ル
） 

定
員 　
100
人 

託
児
有　

６
か
月
〜
未
就
学
児 

（
10
人
程
度
）
※
事
前
申
込
要 

 
講
座
の
お
知
ら
せ 

　

〜
夢
を
カ
タ
チ
に
〜 

「
女
性
の
た
め
の
起
業
家
養
成
講

座
」 
　

自
分
の
得
意
分
野
を
活
か
し

て
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
業
を
目
指
す

女
性
を
対
象
に
、
創
業
に
必
要
な

基
本
的
な
知
識
を
学
び
ま
す
。 

対
象　

ビ
ジ
ネ
ス
の
創
業
を
目
指

　
　
　

す
女
性
（
市
内
在
住
・
市

　
　
　

内
在
勤
） 

定
員　

20
名
（
先
着
順
） 

 

             
期
間　

７
月
28
日
〜
10
月
６
日 

　
　
　

毎
週
火
曜
日 

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午 

回
数　

10
回　
 

　

基
礎
講
座
・
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の

話
・
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
店
を
訪
ね

る
・
一
日
オ
ー
ナ
ー
体
験 

託
児
有　

６
か
月
〜
未
就
学
児 

（
10
人
程
度
）
※
事
前
申
込
要 

申
込
開
始　

６
月
10
日 

申
込
先　

☎
８
７
４
ー
５
７
１
１

定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。 

思い込みからの解放 
新城　智子さん 

男女共同参画への始まり 
大嶺　吉春さん 

　保育園に通う孫
が、絵を描きなが
ら「ピンク色は女
色だよ」と言って
いるのには驚い
た。いつの間に決
め付けた見方をす
るようになったの
だろう。 
　家庭生活で、母親だけが子育て・家
事に関わり、父親が協力する姿を見な
いで育った子は、女性が家事や育児に
専念することが、当たり前だと思い込
んでしまうに違いない。 
　男女共同参画を理想的な社会にする
のなら、男女がお互いを思いやり、助
け合うことが本来の姿かもしれない。
しかし女性が、男性におもねることな
く自立するには、たやすく男性に頼っ
てしまう生活技術を、学習する場が必
要になってくる。ハーモニーセンター
に私が望むこと。それは機械や工具に
弱いと思い込んでいる私たちに「DIYセ
ミナー」の開講である。 

「女性の翼」団員募集 
研修後は、「女性の翼の会」に加入 
し、研修の成果を地域活動等に活か 
せる方に限ります。 
研修期間：平成21年10月18日（日） 
　　　　　～22日（木） 
研修先：中国（北京） 
申込期限：6月12日（金） 
※自己負担有り 

共同参画 
新たな社会のパスワード 
男女共同参画週間　６月23日～29日 

　 昨今、男女共同
参画社会という言
葉をよく耳にしま
す。私は男女共同
参画社会というの
がどのような社会
なのか、また、そ
れを実現するには

どういうことから始めていけばいいの
か、全く知りませんでした。しかし、
去る3月7日に、市男女共同参画推進ハ
ーモニーセンターで開催された「ハー
モニーフェスタ2009」に参加したおか
げで十分理解することが出来ました。 
　アクションプランの一つに「メンズ
キッチンデー」があります。これは、
男性も女性の領域だといわれている台
所仕事をやってみようじゃないかとい
う提案です。今まで私自身、炊事は女
性がするものだと思い込んでいました。
だが、このような小さなことから家庭
の重大なことまで男女がともに考え、
気づいたことを実行することが真の男
女共同参画への始まりだと思います。 

問い合わせ：男女共同参画推進ハーモニーセンター 
☎874－5711 

「ねんきん定期便」「ねんきん定期便」 
の送付がはじまりました！！ 

平成21年４月から、社会保険庁は国民年金および厚生年金に加入している方に、「ねんきん定期便」の送付
をはじめています。 

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」と
は
？ 

 　

加
入
者
一
人
ひ
と
り
に
対
し
、

保
険
料
納
付
実
績
や
年
金
額
の
見

込
み
な
ど
、
年
金
に
関
す
る
個
人

情
報
を
分
か
り
や
す
く
お
知
ら
せ

し
、
現
役
世
代
、
特
に
若
い
世
代

の
方
に
保
険
料
負
担
と
年
金
給
付

の
関
係
を
実
感
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
誕
生
月

に
送
付
す
る
も
の
で
す
。 

 
送
付
用
封
筒 

★ 

年
金
記
録
に
も
れ
や
誤
り
が
あ

る
可
能
性
の
あ
る
方
：
オ
レ
ン
ジ 

      
★ 

そ
れ
以
外
の
方
：
水
色 

      
※
ど
ち
ら
の
封
筒
を
受
け
取
っ
た

場
合
で
も
必
ず
内
容
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。 

  

「ねんきん定期便」について、回答前に分からないことや疑問点がある場合は、お近くの社会保険事務所にお問
い合わせください。また、ねんきん定期便専用ダイヤルに電話で相談することもできます。  
ねんきん定期便専用ダイヤル　☎0570－058－555 
（祝日および12月29日～１月３日はご利用いただけません） 
受付時間　　月～金曜：午前９時～午後８時　　　第二土曜日：午前９時～午後５時  
一般の固定電話の場合、接続先にかかわらず、市内通話料金のみで利用できます。 
一部のＩＰ電話またはＰＨＳからのダイヤル先　☎03－6700－1144 
詳しくは社会保険庁ホームページ 　　http://www.sia.go.jp/ 

定
期
便
に
同
封
さ
れ
る
も
の 

 
（
１
）
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
で

ご
回
答
い
た
だ
い
て
い
な
い
方
に

は
、
回
答
を
お
願
い
す
る
文
書
を

同
封
し
て
い
ま
す
の
で
ご
回
答
を

お
願
い
し
ま
す
。
特
に
、
ご
本
人

の
も
の
で
あ
る
可
能
性
の
高
い
加

入
記
録
が
あ
る
方
に
は
、
そ
の
加

入
期
間
の
取
得
ま
た
は
喪
失
の
年

月
日
な
ど
の
「
お
知
ら
せ
」
を
同

封
し
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
を
お

願
い
し
ま
す
。 

 

 

（
２
）
19
年
度
に
送
付
さ
れ
た

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
（
名
寄
せ

特
別
便
）
に
「
訂
正
な
し
」
と
回

答
さ
れ
た
方
の
う
ち
、
ご
本
人
の

も
の
で
あ
る
可
能
性
の
高
い
加
入

記
録
が
あ
る
方
に
は
、
そ
の
加
入

期
間
の
取
得
ま
た
は
喪
失
の
年
月

日
な
ど
の
「
お
知
ら
せ
」
を
同
封

し
て
い
ま
す
の
で
再
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。 

 

 

（
３
）
ま
た
、
厚
生
年
金
の
加
入

期
間
が
あ
る
方
の
う
ち
、
標
準
報

酬
月
額
等
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
訂
正

し
た
事
跡
が
あ
る
方
に
は
、
該
当

す
る
加
入
記
録
に
つ
い
て
の
「
お

知
ら
せ
」
を
同
封
し
て
い
ま
す
の

で
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

年
金
加
入
記
録
回
答
票 

 
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
に
は
、
加

入
記
録
を
確
実
な
も
の
に
す
る
た

め
の
「
年
金
加
入
記
録
回
答
票
」

が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
回

答
票
に
は
次
の
2
種
類
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
。 
 

①
上
記
（
１
）、（
３
）
の
文
書
・

お
知
ら
せ
が
同
封
さ
れ
た
方
お
よ

び
58
歳
の
方
に
送
付
す
る
回
答
票

（
水
色
の
回
答
票
） 

※
年
金
加
入
記
録
に
つ
い
て
漏
れ

や
誤
り
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

必
ず
回
答
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
②
上
記
（
２
）
の
お
知
ら
せ
が
同

封
さ
れ
た
方
お
よ
び
上
記
（
１
）、

（
３
）
の
文
書
・
お
知
ら
せ
が
同

封
さ
れ
て
い
な
い
方
に
送
付
す
る

回
答
票
（
白
色
の
回
答
票
） 

※
年
金
加
入
記
録
に
つ
い
て
漏
れ

や
誤
り
が
あ
っ
た
と
き
の
み
に
回

答
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

  
※ 

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
の
通
知

内
容
に
つ
い
て
は
社
会
保
険
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

問い合わせ 浦添社会保険事務所　　☎877－0511 
市民課国民年金係　　☎876－1234（内線3111～3115） 

ひ　

と 


